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注）デジタルオブジェクト識別子 Ｄｉｇｉｔａｌ Ｏｂｊｅｃｔ Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ （ＤＯＩ、

ディー・オー・アイ） 

・コンテンツ個々の電子データに付与される国際的な識別子（番号）で、ＩＳＯ規格２６

３２４を取得している。 

 

独立行政法人 科学技術振興機構（ＪＳＴ）、独立行政法人 物質・材料研究機構（ＮＩＭＳ）、

大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構 国立情報学研究所（ＮＩＩ）、国立国会図書

館（ＮＤＬ）は、「ジャパンリンクセンター（ＪａＬＣ）プロジェクト運営にかかる覚書」を

平成２４年５月２８日に締結しました。 

学術論文や書籍などの学術コンテンツの分野では、個々のコンテンツにデジタルオブジェク

ト識別子（Ｄｉｇｉｔａｌ Ｏｂｊｅｃｔ Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ、ＤＯＩ）注）という番号をつけ、コンテ

ンツの所在情報とともに管理し、永続的なアクセスを可能にするということが広く行われてい

ます。例えば、世界最大のＤＯＩ登録機関である米国ＣｒｏｓｓＲｅｆでは全世界５,４００

万報以上の学術論文にＤＯＩを付与しており、ＤＯＩを利用した引用・被引用リンクが実現さ

れています。しかし、日本ではＤＯＩを付与されるコンテンツは１５０万報程度と少数にとど

まっており、特に日本語で書かれた学術コンテンツへの永続的なアクセスと利便性の向上が、

情報発信力向上の点からも望まれていました。 

そこで、日本における科学技術・学術情報の主要な情報提供機関および研究機関であるＮＤ

Ｌ、ＮＩＩ、ＪＳＴ、ＮＩＭＳの４機関は、日本国内で発行される学術コンテンツの所在情報

を一元的に管理し、それらの相互リンクを可能とするしくみとしてＪａＬＣを立ち上げまし

た。ＪａＬＣは本年３月１５日に国際ＤＯＩ財団（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ ＤＯＩ Ｆｏｕｎｄａｔ

ｉｏｎ）から、世界で第９番目（日本では唯一）のＤＯＩ登録機関に認定されています。 

今後、４機関を中心に日本の学術コンテンツの発行・提供・流通に関わっている各機関の参加

を求め、日本におけるＤＯＩの普及によって国内および海外の情報サービスの利便性向上と国

内学術コンテンツの国際的流通の促進を図っていきます。 

 

ジャパンリンクセンター運用に向けた協力覚書を締結 

～国内電子学術コンテンツへの永続的なアクセスを可能に～ 
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・ＤＯＩは、各機関固有のＤＯＩ－ｐｒｅｆｉｘと、個々のコンテンツを特定するＤＯＩ

－ｓｕｆｆｉｘとを“／”（スラッシュ記号）でつないで並べた形をとり、一意のコン

テンツを指定することができる。ＤＯＩを＂ｈｔｔｐ：／／ｄｘ．ｄｏｉ．ｏｒｇ＂に続けて

記載することで永続的なリンクとすることができる。 

・冊子や論文単位だけでなく、任意の図表やページなど、より細分化したレベルで付与す

ることもできる。 

 

＜参考＞ 

ジャパンリンクセンター（ＪａＬＣ）とは、 

・日本国内の学術論文、書籍などの電子化された学術コンテンツおよび研究資料やデータ

などに国際標準の識別番号（Ｄｉｇｉｔａｌ Ｏｂｊｅｃｔ Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ、ＤＯＩ）を付

与することで、国際的な情報流通の輪の中に恒久的に入ることができ、流通性・活用度

の飛躍的向上に寄与する。 

・国内外のコンテンツの書誌情報と所在情報を一元的に管理、コンテンツ間のリンク関係

（引用・被引用も含む）を中継することで、研究者や技術者が知のネットワークを簡単

にたどることができる。 

・従来のＣｒｏｓｓＲｅｆを通じたＤＯＩ登録以外に、ＪａＬＣ独自のＤＯＩを登録でき

ることにより、今までＤＯＩが付与できなかった調査報告書などにもＤＯＩを付与する

ことが可能（検討中）。 

 

・運営については、情報流通に関わる４機関から始めるが、今後は民間も含め多くの情報

流通機関の参加を求め、オールジャパン体制で進めていく。機関ネットワークが拡大す

ることで、さらに流通性・活用度の飛躍的向上が期待される。 

 

＜参考資料＞ 

ジャパンリンクセンター（ＪａＬＣ）の紹介 
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＜お問い合わせ先＞ 

独立行政法人 科学技術振興機構 

  知識基盤情報部 リンクセンター担当 加藤 斉史、住本 研一  

Tel：03-5214-8439 E-mail：jalc-contact@jst.go.jp 

 

独立行政法人 物質・材料研究機構 

  企画部門 科学情報室 室長 谷藤 幹子 

Tel：029-859-2494 E-mail：tanifuji.mikiko@nims.go.jp 

 

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構 国立情報学研究所 

  学術基盤推進部 学術コンテンツ課 森 いづみ 

Tel：03-4212-2303 E-mail：infocont@nii.ac.jp 

 

国立国会図書館  

  電子情報部 佐藤 毅彦 

Tel：03-3506-3313 E-mail：take-sa@ndl.go.jp 

 

＜報道担当＞ 

独立行政法人 科学技術振興機構 

広報課 

Tel：03-5214-8404 E-mail：jstkoho@jst.go.jp 

 

独立行政法人 物質・材料研究機構 

企画部門 広報室 

Tel：029-859-2026 E-mail：kouhou@nims.go.jp 

 

大学共同利用機関法人情報・システム研究機構 国立情報学研究所 

総務部 企画課 広報チーム 

Tel： 03-4212-2164 E-mail：kouhou@nii.ac.jp 

 

国立国会図書館 

  総務部 総務課 広報係 

Tel：03-3506-3307 E-mail：koho@ndl.go.jp 
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